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要
旨

　

本
論
文
で
は
、
制
作
を
担
う
根
源
的
存
在
者
を
め
ぐ
る
陶
藝
家
・
河
井
寬
次
郎
（
一
八
九
〇
年
～
一
九
六
六
年
）
の
初
期
・
中
期
の
思
索
を
主
に
辿
り
、

そ
れ
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
彼
独
自
の
制
作
態
度
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
一
章
に
お
い
て
、
初
期
（
～
一
九
二
八
年
頃
）
の
河
井
が
作
陶
態
度
を
改
め
た
経
緯
を
概
観
し
な
が
ら
、
彼
の
制
作
思
想
の
基
盤
と
な
る
も
の
を
探

る
。
一
九
二
一
年
、
工
藝
に
お
け
る
個
人
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
彼
は
、
作
者
の
技
巧
や
作
意
を
以
て
作
品
上
に
美
を
作
り
上
げ
る
「
創
作
」
と
い

う
制
作
姿
勢
を
自
省
し
た
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
工
人
の
作
る
実
用
雑
器
で
あ
り
、
後
に
謂
う
「
民
藝
（
民
衆
的
工
藝
）」
で
あ
っ
た
。〈
自エ

ゴ我
〉

に
囚
わ
れ
な
い
工
人
の
制
作
で
は
、〈
形
が
自
ず
か
ら
形
作
る
は
た
ら
き
〉、
換
言
す
れ
ば
〈
制
作
に
お
け
る
自お
の
ず
か
ら然
〉
と
い
う
形
成
作
用
が
生
じ
、
形
の

生
成
を
以
て
〈
作
者
の
個
差
を
超
え
た
普
遍
的
な
美
〉
が
実
現
さ
れ
る
。
河
井
は
こ
の
高
次
の
美
へ
と
至
る
た
め
に
「
自
然
に
帰
る
」、す
な
わ
ち
「
創
作
」

を
超
え
て
〈
制
作
と
自
然
と
の
渾
然
一
体
〉
に
ま
で
自
ら
の
制
作
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
を
願
っ
た
。
作
者
が
自
己
本
位
に
陥
ら
ず
に
然
る
べ
き
制
作
を
な

す
に
は
、
作
者
自
身
が
〈
美
へ
の
意
識
の
志
向
性
〉
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
認
識
に
至
っ
て
彼
は
、
民
藝
運
動
へ
の
参
与
を
経
て
、
主
観
的

な
美
的
理
念
を
志
向
し
な
い
制
作
へ
と
舵
を
切
っ
た
。

　

中
期
（
一
九
二
九
年
～
一
九
四
八
年
頃
）、
制
作
論
的
思
索
を
通
じ
て
河
井
は
、「
背
後
の
も
の
」
が
作
品
上
に
活
き
活
き
と
現
れ
て
い
る
現
実
こ
そ
が

美
に
外
な
ら
ず
、
人
は
「
背
後
の
も
の
」
の
現
れ
を
美
し
い
と
感
ず
る
の
だ
と
看
破
し
た
。「
背
後
の
も
の
」
は
彼
の
文
筆
作
品
に
お
い
て
多
く
の
名
を

持
つ
が
、
本
論
文
で
は
「
X
」
と
い
う
名
を
便
宜
的
に
与
え
る
。
第
二
章
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
に
書
か
れ
た
随
筆
、
自
筆
日
誌
、

詞
句
集
等
を
総
合
的
に
捉
え
直
し
、「
X
」
を
め
ぐ
る
制
作
論
的
思
索
の
一
端
を
考
察
す
る
。
工
藝
の
美
術
化
と
い
う
時
流
に
伴
い
河
井
は
、
個
人
作
家

が
「
X
」
を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
れ
を
如
何
に
し
て
回
復
す
る
か
問
う
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
一
九
三
四
年
、
藁
細
工
師
や
陶
工
の
手
仕

事
に
、
民
族
や
伝
統
を
通
じ
て
継
承
さ
れ
て
き
た
原
初
的
な
造
形
力
「
か
ら
だ
」
を
見
出
し
た
。
ま
た
一
九
三
六
年
、
版
画
家
・
棟
方
志
功
（
一
九
〇
三

年
～
一
九
七
五
年
）
の
作
画
を
手
掛
か
り
に
、
制
作
に
お
い
て
作
者
が
〈
自エ

ゴ我
〉
を
棄
て
、
意
識
を
超
え
た
内
な
る
「
本
然
の
も
の
」
が
働
く
境
地
に
ま

で
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
洞
察
し
た
。
そ
し
て
一
九
四
四
年
、
彼
は
美
し
い
集
落
に
お
い
て
働
く
「
大
き
な
設
計
者
」
と
い
う
形
成
的
存
在
者

を
把
握
し
た
こ
と
で
、〈
自エ

ゴ我
〉
を
超
え
た
自
他
不
二
の
根
源
的
存
在
者
〈
自
分
〉
に
対
す
る
観
念
を
得
た
。〈
自
分
〉
と
は
形
成
的
な
自
己
直
観
の
は
た

ら
き
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
〈
自
分
〉
に
ま
で
「
自
覚
」
が
深
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
〈
自エ

ゴ我
〉
は
自
ず
か
ら
超
克
さ
れ
る
。
高
次
の
制
作
境
地
を
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担
う
存
在
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
考
察
を
通
じ
て
、
制
作
を
そ
の
奥
底
で
統
べ
る
は
た
ら
き
、「
X
」
を
彼
は
自
覚
す
る
に
至
っ
た
。

　

第
三
章
で
は
こ
れ
ま
で
の
論
考
に
基
づ
き
、
河
井
の
制
作
論
的
思
索
が
如
何
に
し
て
後
期
（
一
九
四
九
年
～
一
九
六
六
年
）
の
造
形
活
動
へ
と
具
現
し

た
か
を
確
認
し
、彼
の
制
作
と
思
索
と
が
有
し
て
い
る
真
価
を
提
起
す
る
。
制
作
に
お
け
る
「
X
」
は
、仕
事
に
仕
事
を
さ
せ
る
窮
極
の
は
た
ら
き
で
あ
り
、

主
体
と
し
て
の
制
作
者
と
客
体
と
し
て
の
素
材
を
包
越
す
る
形
成
作
用
で
あ
る
。
制
作
上
で
「
X
」
が
活
き
活
き
と
働
き
、〈
制
作
と
自
然
と
の
渾
然
一
体
〉

に
ま
で
制
作
が
深
化
さ
れ
る
と
、
生
成
未
然
の
形
象
が
形
成
を
以
て
実
現
す
る
。
こ
の
よ
う
な
「
X
」
の
は
た
ら
き
を
自
覚
し
た
河
井
は
、
後
期
、
制
作

に
お
い
て
〈
自エ

ゴ我
〉
を
棄
て
る
こ
と
で
「
X
」
へ
と
帰
す
と
い
う
制
作
態
度
を
執
っ
た
。
こ
れ
は
「
自
然
に
帰
る
」
と
彼
が
宣
言
し
て
以
来
、
終
始
一
貫

し
た
制
作
態
度
で
あ
っ
た
。
美
を
生
み
出
す
、
も
し
く
は
美
と
し
て
自
ら
を
表
現
す
る
根
源
的
存
在
者
、
そ
の
直
観
こ
そ
が
彼
の
営
為
全
般
の
出
発
点
で

あ
り
、
終
着
点
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
河
井
は
、
人
間
の
「
背
後
の
も
の
」
を
思
惟
し
表
現
し
続
け
た
個
人
作
家
で
あ
っ
た
。




